
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成25年度 年次報告書

原動機付自転車作成

機械システム工学科 4年 宮脇大輝 担当教員：公文誠

1.プロジェクトの概要

本プロジェクトで は製品を作り上げるまでにどれ

ほどの期間と労力を要するのかをこれから エンジニ

アになる者として実際のものづくりを経験して学ぶ

ことを目的に掲げ， 原動機付自転車を例に限られた

時間の中で計画を立て， 走行に必要 な機能を実現す

ることとした． 具体的には， 市販の自転車にエンジ

ンな どの駆動装置と指示器他の保安部品等を搭載で

きるよう改造し， 原動機付自転車 （以下モペットと

呼ぶ）を実現した．

プロジェク卜の評価の一部として作成したモペッ

トの燃費等の性能実験を行う予定であったが，予算の

関係上サ ー キット走行行え なく なったため，法令等を

遵守し実際に公道を走行可能 な車両を作成し， 標識

の交付を実際に受けられるかを判断基準とした．当初

プロジェクト期間 は2ヶ月程度（9 月末固までの予

定）と考えていたが， 実際には半年が 必要であった．

以下プ口ジ
、
ヱク卜の詳細について報告する．

2.プロジェクト工程（予定と実際）および予算の使途

今回のようなものづくりのプロジェクトでは，必要な部

品等の選定，購入，加工と取付，評価の工程があり，期間

内に所期の機能を実現するには工程管理が重要である．

工程管理の実際を学ぶため，まず予想される工程表を作

成してプロジ
、

エクト遂行の指標とするとともに，実際の工

程と比較する．

表1にプロジ
、

エクト企画時に想定した工程予定を，表2

にはプロジェクト完了までの実際の工程をまとめる．当初

は夏休み期間中の2ヶ月程度を想定していたが，実際に

は初号機の試走までに3ヶ月，評価完了までには半年に

わたることとなった．作業上の要点（表2中の※印）につ

いては後述するが，遅延の大きな理由は購入したエンジ

ンキットには設計図等の詳細がなく，ベースとなる市販の

自転車の構造と干渉が発生し，予想外の工程が生じたこ

と，また曲げ加工等が難しく試行錯誤に時間を要したこと

がある．また，メンバー全員が卒業研究と平行してプロジェ

クトに参加していたため，後学期に入ると日々の作業時間

を潤沢に確保することが難しくなったため日数を要したと

いう事情もある．
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表1：工程表（予定）

時期 内容

7月3週目 エンジン、 フレ ー ム、部品等の選定

4週目 選定 、 購入

8月1週目 初号機作成開始

2週目 初号機作成

3週目 調整、 初号機走行テスト

4遇目 2号機作成開始、 灯火類作成開始

9月1週目 2号機作成

2週目 2号機作成

3週目 調整、 2号機走行テスト

4週目 性能実験（HSR）、 報告書作成

表2：工程表（実際）

日付 内容

7月29目 購入した初号機用 エンジンキット到着

8月 1目 初号機用自転車購入 ・ 製作開始

28目 エンジンマウン卜その他組み上げ

9月9目 エキパイ加工（※1 )

10月28日 初号機完成

29日 初号機試走

3月 3日 灯火類作成 ・ ステー取り付け ・ インマ

ニ加工（※2)

3月14日 ナンバ ー 取得（※3)

3月17日 車体完成・公道走行

次に費用の概算を表3にまとめる．先述したように，当

初の予定ではサーキットで、燃費等のJ性能試験を行って所

期の性能が達成されたかを評価とする予定であったが，

実際の予算配当が変更となったため公道走行に適うよう








